
滋賀県内では８月１２日に本年１月からの累計交通事故死者数が５０人となりました。

昨年同期に比べ７人増加し、５０人となったのは昨年より３６日早くなっています。

個々の事故を見ると、前方不注視や一時不停止など、基本的な交通ルール・マナーに対

する規範意識の欠如に起因する重大事故が後を絶たず、県下の交通事故情勢は、非常に

厳しい状況にあります。

・死者５０人のうち、若年者（１６歳～２４歳）の死者が８人で、昨年に比

べ７人増加している。

・若年死者８人のうち７人が自動車乗車中で、うち４人が同乗中である。

・正面衝突による事故が目立っている。
・車両単独による死者が１５人と昨年に比べ７人増加している。
・１５人のうち自転車乗用中が４人で、自動二輪車によるものが３人である。

・追突事故による死者が８人と昨年に比べ６人増加している。
事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室

TEL077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp

・自転車乗車中の死者が８人で、昨年に比べ４人増加している。

・高齢（６５歳以上）死者が１８人と全体の３６％を占めている。



☆ 県内の交通事故による死者が、８月１２日で５０人（４５件）になりました。 この資料は、死者５０人の
交通事故を分析したものです。

【過去１０年間の死者数５０人到達日（計上日）】 ※ （ ）内は年間死者数

最も早かった日 最も遅かった日

１ 状態・年齢層別
【状態別】 【年齢層別】

※ 高齢者(65歳以上)の死者

が全死者の３６．０％を

占めている。

※ 若年者（１６～２４歳）の

死者は８人で、前年比＋７人

と増加している。

※ 自動車乗車中（運転中、同乗中）の死者が全体の

４２．０％を占める。

※ ６５歳以上（高齢者）の死者１８人のうち歩行中及び自転車乗用中の死者が１２人と高齢死者全体の３分の２を占める。
※ 若年者の死者８人のうち自動車乗車中が７人を占める。（運転中３人、同乗中４人）
※歩行中の死者１４人のうち６０歳以上が７８．６％を占める。

２ 時間帯別

※ 18～20時の死者が８人と最も多く、次いで10～12時の７人となっている。

※ 昼夜間別（日の出、日没を基準）で区別

すると、昼間の死者が２２人、夜間の

死者が２８人となっている。

３ 道 路 別

※全体的に夜間の死者が昼間の死者を上回る。
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４ 事故類型別

※ 車両単独による死者が全体の30.0％を占める。

※ 人対車両の形態別は上図の

とおりであり、横断中が９人と

最も多く、８１．８％を占める。

５ 事故の原因別（件数） 45

※ 事故原因の４２．２％（１９件）を「前方

不注意」（安全運転義務違反）が占めて

おり、動静不注視、安全不確認等を

含めると、安全運転義務違反が全体の

４２．６％を占める。

： 安全運転義務違反

６ 自動車乗車中死者のシートベルト着用状況

７ 死者及び第１当事者の県内外別
【死者の県内外別】 【第１当事者の県内外別】

８ 発生市町別（高速道路での死者８人を除く。）
◇市（１３市） ◇町（６町）

※ 大津市が８人で最も多く、次いで東近江市の６人、草津市の ※ 竜王町が２人で最も多い。
５人となっている。
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